
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 長崎市立高島中学校 学力向上プラン 
 

【学校経営方針】 
徳・知・体の調和のとれた人格の完成を目指し、心身の発達に応じた、たくましい

豊かな心をはぐくみ、気づき、考え、行動する力をもった生徒の育成を図る。 

【学校教育目標】 

心豊かでたくましく生きぬく児童生徒の育成 
たくましく  感謝の心をもち  真剣に  学び合う  「高島っ子」 

【生徒の実態】 

各学年とも少人数であり、授業では一人一人が十分に活動し発表する場面がある。また指示された課題等についても取り組むことができている。一方で、競争意識が

低く、「自ら課題を見つけて学習に取り組んだり、家庭学習に積極的に臨んだりする姿勢」に課題がみられる。Society5.0 を生き抜く人材として、「学びに向かう力」の

育成が不可欠である。そこで、基礎的な知識・技能の習得とともに「困難な問題にも粘り強く、チャレンジする態度」の育成のために、可能な限りあらゆる場面で「主

体的に目標を設定したり、課題を考えたりする」機会を設定する必要がある。 

① 主体的・対話的で深い学びが身につく授業実践 

② 感謝の心を育むための授業実践 

③ 自らの身は自ら守るための実践 

④ めざす子ども像を共有した学校、家庭、地域の連携・協働 

 重点目標（成果指標） 
生活・学習状況調査アンケートにおい

て、「主体的に学習に取り組む態度」の

項目に関する肯定的意見５％アップ 

第 5次総合計画 
基本施策 G1 

「長崎のまちを愛し、新たな時代を生き

抜く子どもを育みます」 

○個別施策 G1-1 

「確かな学力の向上を図ります」 

   

教育振興計画 

２ 確かな学力の向上 

めざす子ども像 

○たくましい子  ○感謝の心をもつ子  ○真剣に学び合う子 

めざす職員像 

〇郷土長崎を愛し、高島を愛する教職員 

○豊かな人間性と教育的愛情、教職への使命感と情熱をもつ教職員 

○子どもたちの「社会を生き抜く力」を育む教職員 

○学校業務と自らの生活との「ライフワークバランス」を実践し、子どもにゆとりをもって接する教職員 

めざす学校像 

○笑顔あふれる元気な学校 

○思いやりのあふれる学校  

○心と体にゆとりをもって行動できる 

○地域とともにある学校 

 

確かな学力の向上のための重点努力事項 



具体的な取組                              長崎市立高島中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼小中学校の 

連携を生かした指導 

○１２年間を見通し、一貫性のある継続した指導を行う。 

○幼・小・中職員が協働し、入学時における学びの段差解消に努める。 

○小学校と情報交換する場を設定し、生徒理解および共通理解を深める。 

○中学校職員が専門性を生かしながら、小学校の授業に乗り入れやチームティーチングで入り、個別・少人数指

導を工夫しながら、学力向上を図る。 

○学校行事や集会を合同で行い、コミュニケーション能力の向上を目指す。 

交流学習や平和教育に

よる自己肯定感の育成 

○交流学習を実施し、道徳科の授業で、多様な価値観や考え方に触れさせる。 

○平和教育をとおして、自他のよさや望ましいかかわり方に気付かせ、思いやりの心を育成する。 

 

家庭教育と学校教育 

の連携 

○「早寝・早起き・朝ごはん」をキーワードにし、生活リズムを身に付けさせる。 

○授業参観、学級懇談会を学期に１回定期的に行い、家庭と情報交換を行い、連携を図る。 

朝の時間の活用 

○週に２回程度（１０分間）「読書タイム」を設定し、一斉に読書を行う。 

○月に１回（１５分間）「ハートタイム」を設定し、生徒にブックトークを担当させ、様々なジャンルの本に触れ

る機会を作るとともに、自分の考えを筋道立ててわかりやすく伝える能力を高める。 

○週に２回程度（１０分間）「学力充実タイム」を設け、国語･社会･数学･理科･英語の基礎学力向上を目指す。 

〇月に２回程度（１０分間）「タイピング」の時間を設け、ICT 活用能力の基礎技能習得を図る。 

 

○クロームブックの持ち帰り、AI ドリル等を活用した家庭学習の充実を図る。 

○「家庭学習の手引き」を作成し、実践に向け、個に応じた支援を行う。 
学びの習慣化 

授業改善 

○言語活動の充実を図り、「主体的で対話的な深い学び」の実現を目指す。 

○思考ツールを用いた授業を実践し、「主体的に学習に取り組む態度」の育成を目指す。 

○個人の習熟度に応じて個別指導の充実を図る。 

○指導と評価の一体化をより一層充実させる。 

○日吉中との合同授業を通して周りの生徒たちと共に考え学ぶことで新しい発見や豊かな発想を育む。 


